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2022 年度 授業計画書 
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東京薬科大学大学院薬学研究科 



 

東京薬科大学大学院の三つの方針 

東京薬科大学大学院の修了認定・学位（修士・博士）授与の方針  

（ディプロマ・ポリシー） 
東京薬科大学大学院では、人類と生命を慈しみ、科学技術の発展および人類

の福祉と健康に貢献するための高度な研究能力と学識を持ち、国際社会で活躍

できる意欲的かつ高い能力のある人材の養成を目的とします。東京薬科大学大

学院は、各研究科で定めた所定の単位を修得し、所定の能力を備え、学位審査

に合格した大学院学生には修了を認定し、学位を授与します。 

 

東京薬科大学大学院の教育課程編成・実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

東京薬科大学大学院では、最先端の研究活動を通じて、薬学・生命科学領域

における広範囲な基礎的・先進的知識と技能を修得し、自ら問題点の抽出と問

題解決を進めていくことが実践できる人材を育成するよう各研究科での大学院

教育を行います。 

 

東京薬科大学大学院の入学者受入方針 

（アドミッション・ポリシー） 
東京薬科大学大学院では最先端の研究活動を通じて、薬学・生命科学領域に

おける広範囲な基礎的・先進的知識と技能を修得し、自ら問題点の抽出と問題

解決を進めていくことが実践できる人材を育成するために、学士あるいは同等

の学位を持ち、かつ以下の能力を持つ大学院学生を求めています。 

 

東京薬科大学が求める大学院学生像 

１）研究者・技術者として社会に貢献したいという強い意志を持っている。 

２）豊かな人間性を養うために積極的な自己研鑽に励むことができる。 

３）相互理解のための表現力・コミュニケーション能力に優れている。 

４）基礎学力があり、高い勉学意欲を持っている。 

５）国際的な視点と倫理性と高い教養を持っている。 

６）自ら果敢に新たな分野の開拓等に挑戦することができる。 

 

 

1



 

薬学研究科の教育研究上の目的 

薬学研究科においては人類の福祉への貢献を志向し、視野の広い薬学分野の有

為な人材を育成することを目的とする。 

 

「三つの方針」 薬学研究科 

薬学研究科の基本理念・目標 
薬学研究科は、人類と生命を慈しむ心と、科学技術の発展および人類の福祉

と健康に貢献するための薬学研究を推進できる高度な研究能力と学識を持ち、

国際社会で活躍できる人材の養成を基本理念・目標としています。特に、高度

医療、医薬品開発、大学教育などの分野において薬学研究者としての視点を有

する医療人および指導者の養成に主眼を置いています。 
なお、社会人課程では、医療機関、行政機関、企業等に在職中の社会人を受

け入れ、上述した能力を持つ人材を養成します。 

 

薬学研究科の修了認定・学位授与の方針 

（ディプロマ・ポリシー）：修士（薬科学） 
薬学研究科の基本理念に基づき、特論講義、演習、実習および課題研究を通

じて以下にあげる専門知識と研究能力を身につけた上で、所定の単位を取得

し、学位申請論文を提出して薬学研究科委員会が実施する最終試験に合格した

大学院学生には修了を認定し、学位（修士（薬科学））を授与します。 

 

１） 研究者としての基本的な学識と英語力を身につけている（基本的学識と

国際力）。 

２） 自身の研究課題について、調査、実験、解析する能力を身につけ、かつ

文章および口頭で伝え、議論できる（思考力、判断力、表現力）。 

３） 専攻した領域の知識を理解し、新たな課題に取り組む能力を身につけて

いる（専攻領域の基礎知識と解決能力）。 

４） 科学技術の進歩および福祉と健康に貢献する科学者としての人間性と倫

理観および使命感を身につけている（人間性、倫理性）。 
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薬学研究科修士（薬科学）課程の教育課程編成・実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー） 
薬学研究科では、特論講義および演習・実習で様々な研究分野の知識を身に

つけ、それを駆使して課題研究と論文作成を行う中で研究分野の技能と医療に

関わる者としてふさわしい態度を磨き、自ら問題解決を実践できるように指導

します。また、主指導教員（指導教授または准教授）は、副指導教員とともに

課題研究と論文作成を指導します。なお、副指導教員は対象学生の所属する教

室（研究室）とは別の研究科委員が担当し、各々評価を行います（副指導教員

制度）。 

１）英語および専門領域の特論において、基本的な学識と英語力の修得を図

ります。 

２）演習および実習において、思考力、表現力等の修得を図ります。 

３）課題研究において、専門知識と新たな課題に取り組む能力の修得を図り

ます。 

４）医療に関わる者としての態度を養成するために e-learning等を活用し、

研究倫理等の徹底を図ります。 

 

薬学研究科修士（薬科学）課程の入学者受入方針 

（アドミッション・ポリシー） 

薬学研究科は、修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受ける

ために必要な、以下にあげる人材を求めます。 

 

１）探究心および学修意欲を持ち、自己研鑽に積極的に取り組むことができる。 

２）責任感や倫理観が強く、協調性を持っている。 

３）化学および生物学などの自然科学系のみならず、国際化に対応する語学力

を身につけている。 

４）医薬品創製に関する研究を介し、人類の健康と福祉に寄与したいという強

い意志を持っている。 
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大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程における修士学位論文審査の

基準 

 
修士の学位論文審査においては、公開の口述発表会を開催し、複数の審査委員

（主査１名、副査 1名以上）による論文審査を実施します。なお、主指導教員が

主査を担当し、副査は薬学研究科委員会において審議の上、決定されます。以上

の過程を経て、修士の学位は以下の基準に基づいて審査されます。 

 

１）修士（薬科学）学位論文は、薬科学分野において新規性・独創性の観点か

ら優れており、学術的意義を有していること 

２）修士（薬科学）学位論文は、得られた結果に基づき論理的かつ明解である

こと 

３）修士（薬科学）の学位を授与される者は、関連研究分野における背景に関

し十分な知識を有し，その研究分野における課題を解決する能力を備えて

いること 

４）修士（薬科学）の学位を授与される者は、豊かな人間性と倫理性を備え、

創薬科学の発展に寄与できる資質を有していること 
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研究指導計画（修士課程） 

学位（修士）取得まで，およそ以下のスケジュールで進められます。 

 

１年次 

・主指導教員と副指導教員の決定（４月） 

・主指導教員と協議の上，研究テーマを決定（４月） 

・研究指導計画書の作成（４月） 

・実験，調査等の開始（４月） 

・授業科目の受講 

・実習，演習の実施 

・学会発表の準備 

 

２年次 

・実験，調査等の実施 

・授業科目の受講 

・演習の実施 

・学会発表 

・実験，調査のまとめ 

・修士論文の執筆 

・修士論文の提出（１月） 

・主査，副査の決定（１月） 

・修士論文発表会（２月） 

・最終試験（２月） 

 

 

【修士課程の修了要件】 

修士課程の修了要件は、当該課程に 2年以上在学し、所定の授業科目を履修の

上、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け、当該課程の目的に応

じ、修士論文又は特定の課題についての研究成果の審査、及び最終試験に合格

することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者につい

ては、1年以上在学すれば足りるものとする。 
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Ⅰ．教務に関する事項 

 

１．研究分野 

本大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程は次に示す 7 研究分野からなって

いる。 

薬品分析化学、生薬学、創薬有機化学、創薬生化学、分子衛生化学、 

分子創剤制御学、生体機能制御学 

 

２．講  義 

(1) 別表による 7 科目の選択講義は、1～2 年次に 3 科目 6 単位以上の修得が

必要である。 

(2) 「英語特論 I、II」は 1 年次の必修科目で、2 科目 4 単位の修得が必要で

ある。 

(3) 「演習」及び「実習」は所属教室において行う。演習は 4 単位、実習は 6

単位の修得が各々必要である。 
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別表 

薬学研究科薬科学専攻修士課程授業科目及び配当単位数一覧表 

授  業  科  目 
配 当 単 位 数 

配当年度 備 考 
必   修 選   択 

創 薬 有 機 化 学 特 論  2 1・2 
2022 年度 

開講予定 

薬 品 分 析 化 学 特 論  2 1・2 
2023 年度 

開講 

生 薬 学 特 論  2 1・2 
2023 年度 

開講 

創 薬 生 化 学 特 論  2 1・2 
2022 年度 

開講予定 

分 子 衛 生 化 学 特 論  2 1・2 
2023 年度 

開講 

分子創剤制御学特論  2 1・2 
2023 年度 

開講 

生体機能制御学特論  2 1・2 
2022 年度 

開講予定 

英 語 特 論 Ⅰ 2  1 前 
 

 

英 語 特 論 Ⅱ 2  1 後 
 

 

演 習 Ⅰ 1  1 前 
 

 

演 習 Ⅱ 1  1 後 
 

 

演 習 Ⅲ 1  2 前 
 

 

演 習 Ⅳ 1  2 後 
 

 

基 礎 実 習 3  1 前 
 

 

応 用 実 習 3  1 後 
 

 

課 題 研 究 10  1～2 
 

 

要 修 得 単 位 数 24 6 以上  
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【選択科目の履修方法】 

本課程の学生は、1～2 年次に選択科目の中から 3 科目 6 単位以上、必修科

目との合計 30単位以上を修得しなければならない。 

 

2022年度薬科学専攻 授業日程（前期） 

月 火 水 木 金 

  
生体機能制御

学特論 
 英語特論Ⅰ 

創薬有機化学

特論 

創薬生化学 

特論 
   

2022年度薬科学専攻 授業日程（後期） 

月 火 水 木 金 

英語特論Ⅱ     

4月 6日（水）講義開始 

 

専門科目は、選択する科目の履修申請を、所定の期日までに所定の用紙にて

本学薬学事務課まで行うこと。 

 

Ⅱ．特論単位認定に係る試験 

履修した特論科目については、原則として講義終了後に試験を行い学業成績

を考査する。合格した科目については、所定の単位の修得を認める。 

なお、各特論において講義実施時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった者には

受験資格を与えない。試験を、疾病その他やむを得ない理由で欠席した者は、指

導教授または准教授の承認（署名・捺印）を得て、試験終了日より起算し 3 日以

内（土日祝日は除く）に所定の届け出用紙に、診断書等の証明書を添付して、薬

学事務課大学院係へ提出すること。欠席届が認められた者は、特論取り纏め担当

者の指示に従い、追試験もしくはレポート課題等を受け、その結果に基づき単位

認定の可否が判断される。 
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1. 成績の評価 

成績の評価は以下の表に示す通りである。 

 

評価 合・否 

A 合格 

B 合格 

C 合格 

D 不合格 

 

なお成績の評価は原則として、出席、受講態度、および記述試験の得点状況か

ら、総合的に行う。Ａ～Ｄ の目安は以下の通りである。 

Ａ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良)、記述試験(80点以上) 

Ｂ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良または普通)、記述試験(70点以上) 

Ｃ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良または普通)、記述試験(50点以上) 

Ｄ：出席状況(2/3未満)、受講態度(普通または不良)、記述試験(50点未満) 

 

2. 単位の認定 

履修した特論科目については、原則として特論講義の最後のコマに記述試験

を行い、その結果と出席状況やレポート等の内容も含めて、総合的に成績を考

査する。合格した特論科目について、所定の単位修得を認める。 

 

3. 課程修了に必要な特論単位数 

（１）専門科目は、7 科目（いずれも 2 単位）を開講する。以上の内 3 科目

6 単位以上を 1～2 年次に修得する。 

（２）英語特論は必修で、I と II が各々2 単位である。これら 2 科目合計 4

単位を 1 年次に修得する。 
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Ⅲ．演習と実習 

演習と実習は必修で、各学生が所属する教室または研究室で実施される。以下

に、演習と実習の具体的内容の例を示す。 

 

１．演習：研究テーマに関係する学術論文の検索方法、その読み方、データ

のまとめ方、学会発表の仕方等を修得する。 

 

２．実習：化学物質の取扱い、実験動物の取扱い、検査キットや測定機器の

使用方法等、研究テーマに関する実験の遂行あるいは調査を行う

ための基礎知識と技能を修得する。 

 

Ⅳ．課題研究 

学生は、所属した教室において、課題研究として独自の研究を行い、その成果

を修士論文として纏める。 

課題研究テーマは各研究分野によって様々ではあるが、本課程では薬学関連

領域で医薬品創製に関する研究を介し、人類の健康と福祉に寄与する薬学研究

者を養成する。
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修了までの道のり       薬学研究科 薬科学専攻 修士課程 

講義科目区分 
1 年 次 2 年 次 

前期 後期 前期 後期 

基礎科目（必修科目） 

4単位 

  

専門科目（選択科目） 

6単位以上 

  

演習科目（必修科目） 

4単位 

  

研究(必修科目) 

実習 6単位 

課題研究 10単位 

  

 
演習Ⅰ：所属教室が開講するセミナーにて、研究テーマに関係する学術論文の検索方法およびその読み方についての指導を受ける。 
演習Ⅱ：研究テーマに関連する論文検索を行い、セミナーで紹介(発表)できるようにする。発表では内容を纏めた資料を作成し、教員および大学院生に提 

示する。発表内容に関する質疑応答が出来るようにする。 
演習Ⅲ：研究テーマでの実験データの解析(統計処理など)の指導を受ける。引用文献などの資料も併せて実験内容を纏め、セミナーにて発表できるよう 

にする。学会発表会を想定し、質問への応答が出来るようにする。 
演習Ⅳ：学位論文審査での提出論文を作成するための研究結果を纏め、論文の構築を検討する。研究成果を学会で発表するための要旨作製し、口頭 

およびポスター形式での学会発表が出来るようにする。 

 
基礎実習：化学物質の取扱い、実験動物の取扱い等について、研究テーマの実験を行うための基礎知識の指導を受ける。その後、研究テーマに関する 

実験に関する手技の修得を行う。 
応用実習：基礎実習にて学んだ手技で得られたデータを解析し、実験技術の確認を行う。実験結果を演習Ⅱで発表し、指導教員との意見交換で改善点 

などを検討し、再現性が高い実験操作を行い、かつ精度の高いデータを出せる実験が出来るようにする。

基礎実習 

課題研究 

応用実習 

演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 演習Ⅳ 

薬品分析化学特論 

生薬学特論 

創薬有機化学特論 

創薬生化学特論 

分子衛生化学特論 

分子創剤制御学特論 

生体機能制御学特論 

選択科目で 2年間の内、3科目 6単位以上の修得が必要 

英語特論Ⅰ 英語特論Ⅱ 

修
士
学
位
論
文
発
表 

修
士
学
位
記
授
与 

薬品分析化学特論 

生薬学特論 

創薬有機化学特論 

創薬生化学特論 

分子衛生化学特論 

分子創剤制御学特論 

生体機能制御学特論 
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講義時間　　

講 義 室　　医301講義室（医療薬学研究棟3F）
＊外部講師

【前期】 【後期】

月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者
4/11 ●三浦（剛）⁑ 4/12 ●野水 4/6 下枝 4/8 Miller　★ 10/3 〇Brooke
4/18 ●三浦（剛）⁑ 4/19 ●野水 4/13 杉山 4/15 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 10/17 〇Brooke
4/25 ●平島 4/26 ●野水 4/20 藤田 4/22 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 10/24 〇Brooke
5/2 ◆矢内 5/10 ●二木　＊ 4/27 林原　＊ 5/6 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 10/31 〇Brooke
5/9 ◆矢内 5/17 安達 5/11 三部　＊ 5/13 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 11/7 〇Brooke

5/16 ◇矢内 5/24 安達 5/18 林（明） 5/20 Miller　★ 11/14 〇Brooke
5/23 ◆宮岡 5/31 山中 5/25 田村 5/27 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 11/21 〇Brooke
5/30 ◆宮岡 6/7 島　＊ 6/1 中瀬 6/3 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 11/28 〇Brooke
6/6 ◇釜池 6/14 ●佐藤(隆) 6/8 吉江 6/10 Miller　★ 12/5 〇Brooke

6/13 ●三島 6/21 ●佐藤(隆) 6/15 石橋 6/17 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 12/12 〇Brooke
6/20 ●三島 6/28 ●江田　＊ 6/22 関根 6/24 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 12/19 〇Brooke
6/27 ●青山 7/5 ●高木 6/29 田野中 7/1 Miller　★ 1/16 〇Brooke
7/4 ●田口 7/12 ※胡桃坂　＊ 7/6 山田（純） 7/8 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 1/23 〇Brooke

7/11 ●大高　＊ 7/19 ●高木 7/13 山田（純） 7/15 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 1/26 〇Brooke
7/25 ●林(良) 7/26 ●試験日 7/20 試験 7/22 Miller（ｵﾝﾗｲﾝ） 1/30 〇Brooke

2022年度　薬科学専攻修士課程講義予定表

オンライン/医301講義室

英語特論Ⅰ

英語特論Ⅰは、オンライン講義と対面講
義を併用して実施。
★は、対面講義の実施日。

1/26は、木曜日に実施

＊ 大高　章
徳島大学大学院
医歯薬学研究部
教授

医301講義室 医301講義室

●    11:10～12:40

水曜日

 ◇  15：40～17：10
◆   14:00～15:30無印  9:30～11:00

※   16:00～17：30

⁑4/11、18：オンデマンド形式
【時間変更】
5/2、9、23、30は、14:00-15:30に変更
5/16、6/6は、15:40-17:10に変更

【時間変更】
7/12は、16:00-17:30に変更

＊二木 史朗
京都大学化学研究所
教授
5/10は、7月に変更予定（詳細は後日
お知らせ）

＊島 龍一郎
株式会社ヤクルト中央研究所化粧品研
究所
主任研究員

＊ 林原 絵美子
国立感染症研究所
主任研究官

＊ 三部 篤
岩手医科大学　薬学部
教授

月曜日 火曜日 金曜日

医301講義室

〇   10:00～11:30

月曜日

オンライン

創薬有機化学特論 生体機能制御学特論創薬生化学特論 英語特論Ⅱ

＊江田 栄俊
テネシー大学
教授
（Zoom講義）

＊胡桃坂 仁志
東京大学
定量生命科学研究所
教授
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創薬有機化学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 林 良雄、三浦 剛、三島 正規、宮岡 宏明、青山 洋史、平島 真一、 

釜池 和大、矢内 光、田口 晃弘、大高 章* 
*は外部講師 

■学修目標（GIO） 

 有機合成化学を基盤とする近年の創薬化学の進歩はめざましく、医薬品分子創製

の新しい概念や手法が次々に構築されている。そこで本特論では、これらの新技術を

具体的な創薬研究を通じて解説すると共に、その創薬基盤を担う有機合成化学の考

え方について学ぶ。 

 

■行動目標（SBOs） 

1. 水中での有機合成反応について概説できる。（三浦(剛)） 

2. リサイクル型有機合成反応について概説できる。（三浦(剛)） 

3. グリーンケミストリーの概説とその実例を説明できる。（平島） 

4. 有機分子の立体化学について，創薬の観点から説明できる。（矢内） 

5. 創薬の鍵となる立体制御反応について，その基本原理を説明できる。（矢内） 

6. アルドール反応における立体選択性を説明できる。（矢内） 

7. 海洋生物由来の生物活性物質と医薬品について概説できる。（宮岡） 

8. 医薬品の開発例とその合成法について概説できる。（宮岡） 

9. ヌクレオシド及びオリゴヌクレオチド医薬品とその開発について概説できる。

（釜池） 

10. 生体高分子の立体構造解析が創薬につながった例について概説できる。（三島） 

11. 生体高分子の立体構造を解析する手法について概説できる。（三島） 

12. 受容体タンパク質の構造に基づく創薬探索手法について説明できる。（青山） 

13. ペプチドの合成法について説明できる。（田口） 

14. 常に視点を変えて、物事を見つめることができる。（大高） 

15. 生体分子であるペプチドとくすりの関わりについて概説できる。（林(良)） 

  

■講義内容 

回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 

1. 三浦(剛) 水中での有機合成反応（1） 

2. 三浦(剛) 有機合成化学におけるリサイクル技術（2） 

3. 平島 環境負荷低減型反応の開発（3） 

4. 矢内 創薬に関わる有機立体化学の基礎（4） 

5. 矢内 創薬に関わる精密有機合成手法の基礎（5） 

6. 矢内 精密有機合成の実例：基礎（6） 
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7. 宮岡 海洋天然物と医薬品（7） 

8. 宮岡 医薬品の開発とその合成法（8） 

9. 釜池 ヌクレオシド及びオリゴヌクレオチド医薬品の開発（9） 

10. 三島 創薬につながった生体高分子の立体構造解析の実例（10） 

11. 三島 生体高分子の立体構造を解析する手法（11） 

12. 青山 受容体タンパク質の形質概念と創薬手法について（12） 

13. 田口 ペプチド合成化学とその応用（13） 

14. 大高 コロナ禍からの温故知新（14） 

15. 林(良) ペプチドとくすり（15） 

16.  試験（1-15） 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

・補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしてい

る。 

・学生を指名して意見を述べさせている。 

・学生同士で議論する時間を設けている。 

 

■授業で行っている工夫 

・自由に意見を述べる機会を設けている。 

・理解度の確認を講義中に複数回行う。 

 

■成績評価 

1）形成的評価 

a：知識 適宜レポートを課す。 

c：態度 受講状況（出欠等）を記録する。 

2）総括的評価 

a：知識 定期試験（70％） 

c：態度 受講状況（出席状況、提出物等）を加味して総合的に評価する。

（30％） 受講態度によっては受験停止の措置を講じること

がある。 

   

■教科書 

各講義において必要に応じてプリント等を配布する。 

 

■オフィスアワー 

いつでも可。但し、要予約。 

■準備学習 
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・参考資料や課題を配布するので、よく読んで理解に努めること。 

・講義資料の内容をよく復習すること。 

 

■学生へのフィードバック 

講義中の課題により、理解に対するファイードバックを行う。 

 

■教員から一言 

受講生の自身の研究に役立つ講義にしたいと思います。 

 

  

15



 

創薬生化学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 安達 禎之、佐藤 隆、高木 教夫、野水 基義、山中 大輔、二木 史朗（京都

大学化学研究所）、島 龍一郎（ヤクルト中央研究所）、江田 栄俊（テネシー

大学野生生物学部）、胡桃坂 仁志（東京大学定量生命科学研究所） 
*は外部講師 

■学修目標（GIO） 

 今世紀に入って、生化学に関わる分子、現象、しくみに関する知識は爆発的に増え

た。医療への貢献も目覚しく、難治性疾患の中には治療法が革命的に変化したものも

ある。この流れは益々強く、大きくなっている。本特論では、これらの変化がどのよ

うに創薬に関わるか、実例を示しながら紹介する。それらの知識が、学生個々の研究

テーマの伸展に何らかのアイデアを提供できることを期待している。 

 

■行動目標（SBOs） 

1. ペプチド科学の基礎と応用について概説できる。 

2. 病態に関連した基底膜の構成成分とその機能について概説できる。 

3. 機能性バイオマテリアルの開発について、再生医療応用などの観点から概説で

きる。 

4. 細胞膜透過・輸送について概説できる。 

5. 各種疾患を引き起こす免疫学的な機序について概説できる。 

6. アレルギー・自己免疫疾患の治療薬について疾患発症機序と関連付けて概説で

きる。 

7. 感染免疫の観点から自然免疫受容体とシグナル伝達ならびにサイトカインネ

ットワークについて概説できる。 

8. 共生細菌の生体防御及び恒常性維持における役割について概説できる。 

9. 皮膚バリアにおける皮脂の役割と皮脂分泌過剰または低下に起因する皮膚疾

患、さらにその治療薬または化粧品の開発について概説できる。 

10. 皮膚のストレス応答の分子機構および疾患との関連性に関して概説できる。 

11. 炎症性腸疾患の診断法開発や疫学・免疫反応に関する数理学的解析について概

説できる。 

12. 神経変性疾患の発症を遺伝子レベルで概説できる。 

13. エピジェネティクスとクロマチンの役割について概説できる。 

14. 神経変性疾患に対する治療法開発について、再生医療などの観点から概説でき

る。 

  

■講義内容 

回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 
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1. 野水 ペプチド科学の基礎と応用（1） 

2. 野水 基底膜の構造と機能（2） 

3. 野水 機能性バイオマテリアルの再生医療分野への応用（3） 

4. 二木 ペプチドと細胞膜の相互作用と細胞内送達（4） 

5. 安達 自然免疫・獲得免疫・受動免疫概論（5） 

6. 安達 アレルギー・自己免疫疾患に対する新たな治療戦略（6） 

7. 山中 真菌感染症におけるパターン認識受容体・シグナル伝達経路の役

割（7） 

8. 島 プロバイオティクスの機能性評価と応用 (8) 

9. 佐藤(隆) 皮膚バリア機能と皮脂産生・分泌調節機構（9） 

10. 佐藤(隆) 皮膚のストレス応答の分子機構と局所および全身的ストレス性疾

患（10） 

11. 江田 炎症性腸疾患に関する多角的研究（11） 

12. 高木 神経変性疾患の病態生化学（12） 

13. 胡桃坂 エピジェネティクスとクロマチンの役割と創薬（13） 

14. 高木 神経変性疾患に対する創薬（14） 

15.  記述試験 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

 学生と意見交換しながら講義を進める。 

補助プリントに内容を書き込みながら講義を進める。 

 講義終了後にレポートを提出させることもある。 

 

■成績評価 

1）形成的評価 

a：知識 口頭試問等によって知識の到達レベルを繰り返し確認させて

いる。 

c：態度 受講状況を記録する。 

2）総括的評価 

a：知識 総括試験、提出物を総合的に評価する。（100％） 

   

■教科書 

各講義においてハンドアウト資料を供する。 

 

■オフィスアワー 

在室の時はいつでも可。 
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■準備学習 

講義資料や参考資料を配布するので、よく読んで理解に努めること。 

講義内での口頭試問の内容を復習すること。 

 

■学生へのフィードバック 

講義中や講義終了時に講義資料や参考資料を中心に振り返りながら重要ポイント

を解説・復習する。 

 

■教員から一言 

講義内容に関して、講義中に活発に質疑されることを期待します。 
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生体機能制御学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 下枝 貞彦、田野中 浩一、田村 和広、中南 秀将、山田 純司、杉山 健太郎、

吉江 幹浩、林 明子、藤田 恭子、石橋 智子、関根 舞、中瀬 恵亮、 

林原 絵美子*、三部 篤* 
*は外部講師 

■学修目標（GIO） 

 悪性腫瘍、脳・神経疾患、内分泌・代謝疾患、感染症、循環器疾患等における病態

と薬物治療の最先端の知識を習得するために、これらの疾患の概念、症候、診断およ

び治療法を理解し、最先端の薬物療法について学ぶ。 

■行動目標（SBOs） 

1. 真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。また、真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、

ムーコル、白癬菌など）について概説できる。 

2. 腎移植の最新の免疫抑制療法やテーラーメイド医療について概説できる。 

3. 乳癌の病態生理と薬物治療について概説できる。 

4. ゲノム創薬の手法および標的として見いだされた遺伝子の生体内機能解析法

および遺伝子改変動物について解説できる。 

5. 薬剤耐性菌の特徴（臨床上問題となる菌種、耐性メカニズム、我が国における

耐性菌の現状）について概説できる。 

6. 全身性細菌感染症の起炎菌を列挙し、病態を概説できる。 

7. 月経周期の調節機構と不妊を招く内分泌系疾患について、概説できる。 

8. 神経細胞とグリア細胞の種類およびその機能について概説できる。 

9. 生殖生理と妊娠関連疾患について概説できる。 

10. 末梢神経障害の分類・病態・治療について概説できる。 

11. プリン代謝について概説できる。 

12. 虚血心筋でのエネルギー代謝障害の機序および心疾患でのミトコンドリアの

果たす役割について解説できる。 

13. 肥満症・メタボリック症候群の病態生理について概説できる。 

  

■講義内容 

回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 

1. 下枝 真菌感染症の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）について解説する。また、真菌（アスペルギルス、クリプ

トコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について概説す

る。（1） 
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2. 杉山 腎移植の最新の免疫抑制療法やテーラーメイド医療について解

説する。（2） 

3. 藤田 乳癌の病態生理と薬物治療について概説する。（3） 

4. 三部 遺伝子改変動物を用いた疾患研究とゲノム創薬。（4） 

5. 林原 薬剤耐性菌の特徴（臨床上問題となる菌種、耐性メカニズム、我

が国における耐性菌の現状）について概説する。（5） 

6. 中瀬 全身性細菌感染症の起炎菌や病態を解説する。（6） 

7. 田村 月経周期を制御するホルモンのシグナル伝達と不妊を起こす要

因や病態について概説する。（7） 

8. 石橋 神経細胞とグリア細胞の相互作用機序について概説する。（8） 

9. 吉江 生殖生理（着床・胎盤形成）と妊娠関連疾患（妊娠高血圧症、早

産）について概説する。（9） 

10. 林(明) 脱髄性末梢神経炎の病態・治療について概説する。（10） 

11. 関根 プリン代謝に関する研究を紹介する。（11） 

12. 田野中 心筋虚血での心機能およびエネルギー代謝障害について解説す

る。（12） 

13. 山田(純) 肥満症・メタボリック症候群の病態生理。（13） 

14. 山田(純) メタボリック症候群の病態生理について概説する。（13） 

15. 中南 各講義の重要項目に関する知識を問う記述試験を実施する。（1～

13） 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

・学生を指名して発言させている。 

・少人数なので、直接、学生と意見交換しながら講義を進める。 

・講義終了時に、まとめのリアクションペーパーを提出させる。 

 

■成績評価 

 論述・記述試験により評価する。 

1）形成的評価 

a：知識 口頭試問を行い、理解度を確認し評価する。 

2）総括的評価 

a：知識 記述試験（100%）の結果に基づいて評価する。 

但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。 

  

■教科書 

各講義においてハンドアウト資料を配布する。 
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■オフィスアワー 

講義終了後、または講義終了後に予約を取る。 

 

■準備学習 

予習：生物学、生化学、生理学、薬理学等、関連科目について復習しておくこと。 

復習：講義で用いたハンドアウト資料や、講義内での口頭試問の内容を復習するこ

と。 

 

■学生へのフィードバック 

各講義の終了時にその日に行った講義内容のポイントを、講義中に用いたハンド

アウト資料を振り返りながら復習する。さらに試験の模範解答を提示し、学生自ら理

解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。 

 

■教員から一言 

本講義は、基礎から臨床まで幅広い内容を扱う総合科目である。基礎を復習しつ

つ、その知識を臨床に応用できるように教授していくので、受講者には発言や質問を

含めて積極的に授業に参加していただきたい。 

 

  

21



 

英語特論 I（英語によるプレゼンテーション） 

1年次前期 2単位 

 

担当者：Kevin Miller （ミラー ケビン） 

 

■学習目標(GIO) 

このコースでは、科学的な内容について英語でのプレゼンテーションが出来るよう

になることを目標に、英語 をもちいて発表するための演習を総合的に行なう。簡単な

語法、表現のエクササイズに始まり、特に自分の意見を効果的に表現する方法を練習

する。英語のプレゼンテーション原稿を作成すると同時に、それをプレゼンテーショ

ンソフトを使って発表する。毎回、語法、表現のエクササイズと同時に、受講者が書

いた英文を提示しながら、いっしょに英語表現を考えるワークショップも行なう。 

 

■行動目標(SBOs) 

•クラスのトピックについて英語で意見を表明し、他の人の意見に英語で応答する。 

•必要なときに先生、または他の学生に英語で確認する。 

•完全な英語の文を書き、必要なときにスペルや文法を修正する。 

•口頭発表の準備のために、研究テーマについて、段落を使って構成の整った英文を作

成する。 

•研究テーマに関する口頭発表を英語で行う。 

 

■授業内容 

（回数、講義内容、および担当者と対応 SBOs） 

週 項  目 内 容 

1 Introduction 対面 Introductions; goals; policies; schedule; email; blogging 

2 Presentation 1 intro Writing #1 assigned; sample 1; writing guidelines 

3 Current issues discussion Discussion; listening; writing exercises; presentation sample 

4 Current issues discussion Writing #1 due; discussion; listening; writing exercises 

5 Current issues discussion Writing #1 returned; discussion; presentation prep 

6 Pres. 1; Pres. 2 intro 対面 Presentation #1; discussion; writing #2 assigned 

7 Current issues discussion Writing #2 due; discussion; listening; writing exercises 

8 Presentation 3 intro Writing #2 returned; presentation prep; writing #3 assigned 

9 Presentation 2 対面 Presentation #2; discussion; listening; writing exercises 

10 Current issues discussion Writing #3 due; discussion; listening; writing exercises 

11 Current issues discussion Writing #3 returned; discussion; presentation prep 

12 Presentation 3 対面 Presentation #3; discussion 
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13 Current issues discussion Discussion; speaking & listening exercises 

14 Current issues discussion Discussion; speaking & listening exercises 

15 Conclusion Discussion; speaking & listening exercises 

 

■アクティブ・ラーニングの取り組み 

•レポート提出を３回させている。 

•プレゼンテーションを３回させている。 

•ＳＧＤを毎回実施している。 

 

■成績評価方法 

•出席・ディスカッション参加パフォーマンス           30%  

•プレゼンテーションのライティングパフォーマンス     30% 

•プレゼンテーションのスピーキングパフォーマンス     20% 

•授業中や宿題として行なう小課題                     20% 

 

■教科書 

なし。授業のウェブサイト： tuplsenglish.blogspot.com 

 

■オフィスアワー 

•授業前後の時間 

•いつでもメールで連絡してください。 kjmiller@tsurumi-u.ac.jp 

 

■準備学習（予習・復習等） 

プレゼンテーションの前にすること。まずリサーチをすること。リサーチした内容

をもとに英語で原稿を作成すること。作成した原稿をミラー先生に見せてチェックを

受け修正をすること。修正した原稿でかならずプレゼンテーションをすること。 

 

■学生へのフィードバック 

プレゼンテーションのライティング/スピーキングパフォーマンスに対して対応す

る。 

 

■備考 

全３回のプレゼンテーションを実施しないと不合格。 
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英語特論 II – ACADEMIC DISCUSSION, WRITING, AND PRESENTATION 

1年次後期 2単位 

 

Instructor Dr Sebastian Brooke E-mail sjbrooke@hotmail.com 

Office Part-time faculty office Office 

Hours 

By appointment 

Description (GIO): 

This course aims to assist Master course students in improving their ability to discuss  

academic and current topics, read a range of texts in English, develop report  

writing skills, and present technical topics in oral presentations. 

SBOs: (毎回を通じて SBOs 1~15 を総合的に訓練する)  

1. An introduction to academic writing and presentations. 

2. Listening and note making. 

3. Note making from reading. 

4. Designing and introducing a research topic. 

5. Reading for discussion. 

6. Leading academic discussions. 

7. Focus on writing clearly and academic writing conventions. 

8. Writing outlines and using citations. 

9. Vocabulary building. 

10. Writing summaries and reactions. 

11. Academic writing for science and research subjects. 

12. Independent study skills. 

13. Presentation skills. 

14. Review of academic content in the pharmaceutical fields. 

15. Presentation of academic research. 
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Course Schedule 

 

Mondays 10-11:30     Topic Required Reading 

 

Mondays 

ONLINE 

  

10/3 Introductions/report 

preparation samples 

All assigned reading must be 

completed prior to the next class 

meeting. 

10/17 Language & Thought/Cultural 

Awareness 

 

10/24 Mind & Happiness/How we meet  

10/31 STUDENT-LED TOPICS AND 

REPORT 1 

 

11/7 Identity/Personality & Writing 

Model Reports 

 

11/14 Gender and Identity  

11/21 Writing Workshop – Citations 

and Outlining 

 

11/28 STUDENT-LED TOPICS AND 

REPORT 2 

 

12/5 Sports Medicine  

12/12 Ecology and the Environment   

12/19 Antibiotics   

1/16 STUDENT-LED TOPICS AND 

REPORT 3 

 

1/23 Pandemics – History and Future  

1/26 Final Student-Led Topics and 

Review 

 

1/30 

 

ORAL PRESENTATIONS  

Active Learning: 

Students will lead discussions of self-selected research topics and contribute to group discussions 

when not acting as leaders. 
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Evaluation: 

Students will be evaluated according to their level of preparation and completion of assigned 

classroom and homework tasks (20%), participation in and leadership of seminar discussions 

(30%), submission of written summaries (30%), and final oral presentations at the end of the 

semester ( 20%). 

Preparation for Classes: 

Students will prepare by reading all handouts and preparing discussion topics and questions. 

Students should expect to spend anywhere from 2-4 hours a week in preparation, which includes 

development of an oral presentation in English. This time may increase toward the end of the 

course. 

 

Feedback to Students: 

Feedback will consist of regular comments during student-led discussions and corrections on 

students’ writing. Students will be able to use this feedback to improve their analysis, discussion 

skills, and writing in English. 
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